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通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成２５年３月１８日開催の取締役会において、以下のとおり、最近の業績の動向等を踏まえ、

平成２５年３月期（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）の業績予想を修正することとしましたの

で、お知らせいたします。 

 

 

１． 平成25年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

 
前回発表予想（Ａ）  

百万円 
10,000 

百万円
2,000

百万円
2,000

百万円 
1,200 

円 銭
41,095.89

今回修正予想（Ｂ）  8,124 1,906 1,908 1,144 39,178.08

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △1,876 △94 △92 △56 

増 減 率（ ％ ）  △18.7 △4.7 △4.6 △4.6 

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（平成２４年３月期） 
7,980 1,828 1,831 1,074 36,795.16

 

２．修正の理由 

通期の業績予想につきましては、国内大病院において稼働中の採血管準備装置で更新時期にあたる台

数は増加しているものの、病院側の買い替えに対する慎重な姿勢は未だ続いており、採血管準備装置の更

新が伸び悩んだこと、年末まで続いた円高の影響及び海外経済の不況感により海外売上高が計画を下回る

見通しとなったこと、並びに平成24年10月に上市したヘルスケア分野の新製品がクリニック・病院へ浸

透するには未だ時間を要すことから、売上高見通しを1,876百万円下方修正し、8,124百万円といたしま

す。 

利益面については売上高の減少に伴い当初業績予想より営業利益で94百万円減少となりますが、高付

加価値製品である新型採血管準備装置の売上高に占める比率が前回予想よりも高まっていること、及び販

売費及び一般管理費の削減に努めたことにより売上高営業利益率・経常利益率については前年と比較して

改善しております。 

 

※上記の業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後の様々な要因によって変動する場合があります。 

 

以 上 


